
特集　超音波内視鏡について

　膵臓（すいぞう）とは、胃の裏側にある臓器で、体の中では血糖値の調整や消化

酵素の分泌に働きを持っています。その膵臓に発生する「膵臓がん」は、とても悪

性度の高い「がん」です。膵臓がんは、発症してから５年後に生存している確率（５

年生存率）がわずかに８％程度です。すなわち、５年のうちに、90％以上の方が亡

くなってしまいます。同じく生存率が低いと言われる第２位の「肺がん」でも 27％

ですから、すべてのがんのうちで、膵臓がんの５年生存率が群を抜いて悪いことが

わかります。アップル社のスティーブ・ジョブズ氏や、石原慎太郎氏など、多くの

有名人もこの膵臓がんで命を落としてしまっており、医学が進んだ現代においても

非常に怖い病気と言えます。その理由としては、「膵臓がんは症状が出にくく、早期

発見が難しい」ためとされています。典型的な症状である背中の痛みや黄疸、体重

減少などが出てきたときには、手術ができないほどにまで進行していることがほと

んどです（手術ができる人はおよそ５人に１人しかいません）。そのため、膵臓がん

は「早期発見」が何よりも重要となります。一般的には１cm 以下の小さな状態で見

つけないと、完治できる可能性が低くなってしまいます。

　ここで、膵臓がんを見つけるには、どの検査を受けるのが一番良いでしょうか？早期の膵臓がん、特に

１cm 以下の小膵がんで発見しようと思うと、CT や MRI 検査だけでは難しいことがあります。そこで役

立つのが「超音波内視鏡検査」です。超音波内視鏡検査は、健診などで受けることのある腹部超音波検査

（腹部エコー）とは異なり、体の表面からゼリーを塗って行う検査ではなく、胃カメラの先端についた特

殊な超音波機能を使い、胃の中から膵臓を検査する方法です。内臓脂肪などの影響を受けづらく、他の検

査では見つけられないような小さな変化をとらえることができます。通常の胃カメラと同様に麻酔を使っ

て検査を行いますので眠った状態で苦痛も少なく受けることができます。

　当院でも今年から超音波内視鏡検査を始めました。週一回（木曜日）検査日を設け、検査を行っており

ます。以前まで膵臓の精密検査が必要な場合は別府市内などの遠方の医療機関まで行く必要がありました

が、当院でも検査が可能となりました。この文章を読まれた方で膵臓がんのリスクファクターに当てはま

る方は、精密検査の検討のため一度当院へご相談ください。

*¹病気の発生や進行の原因となる要素のこと。

*²がんの進行とともに増加する生体内の物質のこと

　では、膵臓がんを早期に発見するにはどうしたら良いので

しょうか？早期の膵臓がんでも８割の人には何も症状がありま

せん。そのため、早期発見のためには「まだ症状がない」状態

の人に積極的に検査を受けてもらう必要があります。そこで大

事なのが、膵臓がんの「リスクファクター」*¹ になります。目

安として、「腫瘍マーカー（CEA、CA19-9 など）*²が高い」「膵

酵素（アミラーゼ）が高い」「血縁者に膵臓がんの人がいる」「健

診等で膵のう胞あるいは膵管拡張があると言われた」「初めて

糖尿病と診断された」「糖尿病が急に悪くなった」「持病に慢性

膵炎がある」などがリスクファクターの代表です。いかがでしょ

うか？もし当てはまる項目があれば、症状が何もなくても、一

度は膵臓の検査を考えてみるべきでしょう。


